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1.木下地材（野縁等）がある天井の場合
SP型本体の取付けは、天井裏の野縁へのネジ止めが必要です。
天井板（石膏ボード等）へのネジ止めは強度が出ず危険なので絶対にしないでください。
● 野縁の位置をご確認ください。（市販の野縁探し用機器を使用）
● 建築時にあらかじめ設計に組み込む場合は、物干を取付ける箇所を吊木等で
　十分に補強して頂くとより安心してご使用頂けます。
● ネジの取付け時に電動工具でカラ回りさせるとネジの効き目がなくなり製品の
　落下等の危険性がありますので、最後の4～5mmは手回しで感触を確かめながら
　取付けてください。

2.軽天下地の場合
基本的には上記と同様ですが、軽天下地材に対しては下記についてもご注意ください。
● 下穴を開ける際には、ドリルをまっすぐ当ててください。
　ドリルを傾けて使うと下穴がゆがんで強度不足となる怖れがあります。
● 最後の4～5mmの締めこみは必ず手回しで行ってください。
　電動工具を使うと下穴が広がってしまいネジが効かなくなる怖れがあります。

3.コンクリートの直天井の場合
市販の金具を使用して取付けます。
コンクリートドリル（φ6.4mm）で下穴を開ける必要があります。
● 別途ご用意頂く金具（本体１個あたり）　
カールプラグ：＃10×32…２本

5.設置場所について
● 室内専用品です。屋外や浴室内ではご使用頂けません。
● 万が一落下した場合に危険な場所には設置しないでください。（ベビーベッドの近くや暖房器具・湯沸かし器の近く等）

4.傾斜天井への対応

SPC型／SPA型／SPB型

野縁（もしくは軽天材）の間に合板（12mm以上）を取付けて下地を作ると、
次のようなメリットがあります。
・負荷が広い面に分散されるため強度的に有利です。
・ネジが野縁から外れたり、野縁を割ったりするトラブルが減ります。
・野縁の位置に左右されず、取付け位置を微妙に調整できます。
以上により、取付けが簡単になります。（施主様による取付けも可能）

傾斜約20°（３寸5分勾配）まではSPA/SPB型が対応可能

ＳＰＣ型は非対応なので、
右図のヒントを参照ください。
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傾斜天井の場合は、水平な下地（12mm
以上の合板）を作る事でSPC型が取付け
可能となります。
また、ＳＰＡ/ＳＰＢ型を20°（3寸5分勾
配）より傾斜のきつい場所に取付ける場
合もこうした下地が必要です。

下穴径φ2

木ネジ：丸4.5×32…２本（SPC型）
　　　 丸4.5×45…２本（SPA/SPB型）
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1.天井に面付けする場合（URM型を使用）
天井裏の野縁へ付属のネジで取付けます。天井板（石膏ボード等）のみへの
ネジ止めは強度が出ず危険なので絶対にしないでください。
● 建築時にあらかじめ設計に組み込む場合は、物干を取付ける箇所を
　吊木等で充分に補強してください。
● すでに仕上がっている天井の場合は、吊木のある場所に取付けてください。

2.天井に埋め込む場合（URB型を使用）
製品を埋め込む天井開口部の回りに木枠を組み、回りの野縁等にしっかりと固定してください。
木枠に対して製品に付属の「埋込ブラケット」を取付けた後に、本体をネジ止めします。

3.一人でも取付け作業可能
製品サイズは大きいですが、仮止めが可能なので
下地が出来ていれば一人でも施工可能です。
付属のネジを1本天井に打ち、それに本体の
ダルマ穴を引っ掛けて仮止めします。
その後すべてのネジを確実に固定します。
（埋込タイプも同様です）

4.傾斜天井には非対応
傾斜天井ではお使い頂けません。必ず水平な場所に設置してください。

URM型／URB型        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【野縁補強の例】
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5.設置場所について
● 室内専用品です。屋外や浴室内ではご使用頂けません。
● 万が一落下した場合に危険な場所には設置しないでください。（ベビーベッドの近くや暖房器具・湯沸かし器の近く等）

野縁（もしくは軽天材）の間に合板（24mm以上）を取付けて
下地を作ると、次のようなメリットがあります。
・ 負荷が広い面に分散されるため強度的に有利です。
・ ネジが野縁から外れたり、野縁を割ったりするトラブルが減ります。
・ 野縁の位置に左右されず、取付け位置を微妙に調整できます。

■ 下地づくりのヒント

URB-Ｓは1370mm／URB-Ｌは1770mm
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